








要約:1,938,489 件のマススクリーニングで発見された 21-OHD は 104 例(1/18,639)であっ

た。男:女=1:1,塩:単=4.4:1,低体重児 3例(2.9%)であった(51 検査機関調査結果)。 

6 医療機関 28 例の 21-OHD の受診日齢は塩喪失型で 12.9±8.9 日,単純型で 36±29.9 日で

あった。女児 11 例中 9例に半陰陽を認め,うち 5例がすでに受診していた。出生後受診ま

での一日平均体重増加率は治療直前血清 K値と負の相関を示した。治療前の PRA は塩喪失,

単純の病型にかかわらずすべて著高を示した。また単純型でも高 K,低 Na 傾向を示すもの,

日齢と共に塩喪失が次第に出現するものなどがあり,マススクリーニング発見 21-OHD では

程度の差はあるが全例が塩喪失状態にあるとみなして治療すべきと考えられた。 


